
脳-コンピュータ�インターフェース (BCI) �

我々の開発している

脳-コンピュータ会話システム
（Brain-Computer Communication 

System, BCCS）

について



はじめに

筋萎縮性側策硬化症（ALS）
・運動神経の異常により、全身の筋肉が萎縮

筋ジストロフィー

・筋の異常により、全身の筋肉が萎縮

運動失調症



はじめに

運動失調症

筋萎縮性側策硬化症（ALS）
・運動神経の異常により、全身の筋肉が萎縮

筋ジストロフィー

・筋の異常により、全身の筋肉が萎縮

症状の進行



はじめに

脳波を利用した研究

コミュニケーション方法

・感覚神経、自律神経系は正常

運動失調症（ALS，筋ジス，　etc）

はじめに�



研究目的

脳波を用いた意思伝達

・効果的な解析方法

・訓練の影響

・効果的な呈示画像数

・問題点と新しい意思伝達システム
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大脳誘発電位

脳波

平均加算法

刺激関連電位

事象関連電位



事象関連電位の抽出�
オドボール課題

加算平均



均等確率呈示方法

「野菜」「天気」「人間」「日本」「学問」

各文字20%の確立でランダムに呈示



均等確率呈示方法
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研究目的

脳波を用いた意思伝達

・効果的な解析方法

・訓練の影響

・効果的な呈示画像数

・問題点と新しい意思伝達システム



実験方法



実験条件





Targetの選択





P300振幅の頭皮上分布�

���P300の最大振幅�

Pz付近�



正答率



基線の決定



P300振幅測定



解析方法��加算平均



解析方法��加算平均



解析方法��加算平均



P300振幅値による解析



平均正答率�



大脳誘発電位�

平均正答率�約70~80%        低確率�

P300振幅値�

周波数解析�



周波数解析�



健常人記録例



正答率



平均正答率 N=8 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

2-5Hzパワー量は
有効

他の周波数帯域は？



ALS患者への応用



実験条件

■　被験者

■　状態：開眼安静

■　測定部位

ALS患者　4名
Y.K　40代男性　会話はほとんど不可能

健常者　10名(21~24歳) 

N.T　40代男性　会話はほとんど不可能
E.O　20代男性　会話は可能
K.T　60代女性　会話はほとんど不可能



画像呈示方法



画像呈示方法



周波数解析（健常者�T.K）�



周波数解析（ALS患者�N.T）�



他のALS患者��1試行目



正答率�

2-5Hzパワー量はALS患者に有効�


